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翻灘部よb
　　　　北　　極　　発
　今日十二月三日，久し振りで私の友人
なる土木工科の伊久君ε数學の時間一所
になりまし7こ．そし『て彼じ〔最二近　「ナPtロ
ラ」な見7こ事々私に知らぜてくれまし7：
．私に其時色々聞きカかつ7このですが講義
が始まつ7：ので話ばそれ以上進まなかつ
ずこのでしずこ・微分方程式の興味ある二暗
「問の講義が終ってから私曲彼奄午後訪れ
る急な約して別れましずこ，午後彼の教室
か訪れて大巾次の様なこピた聞くこ亡が
出來まし7こ．
　十一月二十一日（日哩口）晴．（しかし伊
久君（t小権頭から毎日通學されて罧るの
です．このauroraも小樽市で観測され
ずこものです）この日彼［t弟me　t小樽市の
郊外なる天狗山に「スキー」に出掛けまし
7：・午後三畦牛蝿，（日ば巳に山に沈んで
居つずこそうです．）東北の地zp線に見なれ
ぬ薄い赤味奄帯びた光がゆらC9ら（彼匡
カゲラウの檬であっナこミ言って居りまし
すこ）居るので，よく氣かつけて見るS放射
散ななしナこ紅色の光が日出の晧の紅ビ，
かなりよく似て居るが非常にすきSほっ
ずこ様な光線で遠く海た囲んで見える櫓毛
の山々は少しも之が爲にさへぎられない
で，いつもの檬に見え7こそうです・彼に
：の「スee　一暢に照照頃まで居つ7こそう
です．そしてこの光匡少しも劣へすにや
にりもtの位置に赤く光って居ったそう
です．弟達もそれな確に認めたそうです・
丁度眼前にあらにれて居ろかの如く彼lt
手奄動かして，私に其模様奄きかぜて呉
れました・そしてその時の「スケッチ」
寿彼（：f；のみまし7こしかし潜しいこitl　［：
に其夜モウー度彼が空を仰レ・で奥れたな
らば亡思ひましナ：・　しかし私も　これるg
aurora亡認めないわけに［工行きまぜん・
昨年十二月目ur・raの襯測よりば確實です．
彼もこれ潜aur・raに達ひな）嘘云ひます
し，その光tt誰が見ても一見して不思議
なものであるS言ふ事な認め7こそうで
す．急いでお知らぜ致します・晴れ7こな
らば北の空か眺めまぜう・今夜に雪がか
なり降って居ります・
　　　　十二月三日
　　　　　札幌にて米田勝彦
　　　　　黄　　遣　　光
　一月二十三日午後七時黄道光な襯測
（略測）いずこしまけこ（子供lt阻まれ充分
の湖測は出職ませんでし雲）が，先月よ
り其光度一睡に強く充分観測する事が出
來まし九最光部の核部にカシナペアS
白鳥間の双河光度の2．5倍に充分ありま
し糞．か、ろ攣化に，私の知って以來，
誠に珍らしい事の様に思って居ります．
序に御報申上て置きます．
　　　　昭和二年Pt月三十日
　　　　　　上諏訪　三　澤　勝　衛
　　　　　紀州　よ　り
　二日夜lt三日早朝龍座流星雨た観測す
る爲諸準備な整へ戸外に出れば西天に
高くゾダイガ，レライトカ㍉　火星」こくつ、
かんばかりに延びて居り，滞天の星殊に
冬の星座の美しさ［弍胱惚たらしめるSい
ふより，私［t肺聴なつらぬかろ～の思ひ
が致しましナこ・
　直に黄道光観測．其結果，黄道光の中
心線が螢道it一一致して無く，稽爾にふれ
て居ろ檬に認められましナ：．木星或ば火
星，銀河等による／）jユーツヨンがある
んだらうかビも疑ひまし71が，兎に角・
結果にその檬なものでしナこ．（結果に記録
174 観　　測　　だ　　よ
〕
t共1二男山＝御薄塞り致します）
　三日ば二時起床，輻射黒占がまだ低いご
思つ象ので十二丹初めに求塀ニオリバー
　ミのデイア
の「流星jか撮み観測についての塗考事項
た想起し，三時頃戸外に見まし7こ．宥1こ
も恕して美しい星々，吏に驚くべき劉こ
に殆んご獅子座の馬賊まで，東天に黄道
光が伸びて居るのでにありまんか．これ
．も早遽魏測・牧獲の一つ1：）nへて置bま
しナこ・風にあまりなかつアこが，何定云っ
ても冬の剛域噛すいぶんつめブこい思びみρ
して，約一時四十分間北天なビツランス
やりましナこ．
　その結果は龍座流星群に製するものに
以外に少く北斗のζ附近ミ，北斗の頭部
に輻辮晦有すものな可成捕へる事が出
來ましナこ．星圖に御入し六個数ば二十入
口・別紙報告〉営卸萱願ひます．妹が越き
て來て駝入胡琴なかつナこ分為数へてるま
しナこが，襯測な終つすご頃には四十幾個の
多薮を讃んでゐまし六，
　三日の午前中に槻測結果の整理，
　四日も同じく午前三時より爵動，笹野
は可成廣がって度々齪測を妨害されまし
象が記録個数ば前夜：のものよりも多く三
十四個．然も襯測時数は前夜よりも二十
分少く一時間定二十分であります．結果
に目的の朝帰ナこる龍座流星群ば大部分た
しめ，一部にに北斗ζ附近為輻射瓢こす
うものもありまし敦・學生の時（丁度五
年前）津山の空な妹書二人一先生の暗
示により一鞭測し，八個の龍座流星群
かミらヘナこ過去た追憶し痛快禁じ得ぬ
ものがありまし宏．
　　　　四日午前十一時
　　　　　　　　　小祠；孝二酪
　　　　　大　阪　よ　層，
賑やかな冬の空がめぐって早りましアこ
「自製」の眺に瞭んでゐます．火星近接の
折，學了見童五年以上五百名に干し，一
通り七十五倍でのぞかぜましナン敷十界
のスケッチが提：出ぜられましナこが，図面’
の模様ゐρ明親しずこものにありまぜん．あ
の遊牧差の現象心迷にされカものか大へ
んに多かつ字こ事に氣がっきましナこ．注意
ぜねばならぬ事の一つだビニ考へましナこ．
木星存見ぜナこ時ば大方ベルト三筋な認め
得ナこ様でしナこ．夜空が悪かつナニので，一
籔通り見ぜ終るまで中々長くか㌔リまし
ナこ．
　　　　一月十日
　　　　　　　大阪　津　田　雅之
　　　　　月齢に撃て
　何月何日の月齢な知り度い事ばよくあ
るが，太陽暦葎止りてるる吾々にばすぐ
分らない．勿論暦な見ればよいのである
が・簡輩に又・かなり正確に知る方法が
ある・
　例葎以て説明しナこ方が早いから本年三
月一・日の月齢た求める事に『すろ．
　1927年　　（1927－1911）　×11　＝＝176
　　　3月　　　　　　　　　　　0
　　　堀　　　　　　　　　＋　1
　　　　　　　　　　　　　177
　　　　　　　　　　＿　　160
　　　　　　　　　　　　　　27
　即ち西暦から19nた引き之奄11倍し，
下の表から同月に相野する敷な取り，臼
にそのま～カロへ，3Gの倍数を引けるアごけ．
引けばよいのであろ．
　本年三月一t臼（t月齢27で，暦tよく一
致すみ勿論簡便法であろからずこまに一
日位の差に出來る；事もある・
　月　　　123456789101112
加べき数0202244678910　要すろに上の敷海｛毘えて居れ1ご．よいの
であろが，それには蒐鬼ご匹白七入九十
ε記憶する電よい．
　以上にかつて激励法に出て過つナこので
あるが，使って見て中々便利であろから
御心授する事にし．すこ．
　　　　　　　　　池　田　政　晴
　　　　　オーロラ出現！
（時日）大正十五年十一月二十一日
（方向）東北ノ地挙線上
　　　　　　　　　テングヤマ（観測場所）小樽市郊外天狗山
（襯測畦問）午后三時牛ヨ”午后五時麺ギ
　マデ’
（齪測者）伊久秀春（北大詩賦部學生）其他
　数入
（形）放射朕
（色）紅（ウスミチチビタ，スキぶウツタ
　先デ」アツタ）
